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〈編 集後記 〉

今号ではレーザーエネルギー学研究セ ンター(以 下 、 レーザ ー研)か らの初めての寄稿

を掲載 してお ります。今号 の研究 ノー トでは、液体ヘ リウムを使 ったレーザー核融合の燃

料 となるターゲ ッ トの作製 に関す る研究 をご紹介 してい ます。

阪大 に数年在 籍 してお られる方 は 「なぜ今 レーザー研 なの?」 と感 じられる方が多 いと

思い ます。 レーザー研 は1976年 に発足 した レーザー核融合研 究セ ンターが母体です。昨年

4月 に大学の独法化 とともにレーザ ーエネルギー学研 究セ ンター に改組 しました。 さらに

昨年7月 には旧超伝導 フォ トニクス研究セ ンター と融合 しま した。 これ らは旧 レーザー研

で培 ったハ イパワーレーザー技術 をレーザー核融合 だけでな く種 々の研究分野 に適用 して

い こうという狙 いがあ ります。 また体制の面で も見直 しが行われ、今 まで 自前で用意 して

いた液体ヘ リウムを大阪大学法人 として効率 よ く利用するために、低温セ ンター より供給

を受 けることにな り、準備が進め られています。低 温セ ンターユーザ ーの仲間入 りをさせ

て頂 く、 とい う訳です。 よろ しくお願い します。

ハ イパ ワー レーザーの応用 は幅広 く、 レーザー加工 は勿論 のこと、次世代 リソグラフィ

ーに必要 な超紫外線光源開発 にも用い られてい ます
。 これ を機 に、ハ イパワーレーザーを

使 って こんな ことはで きないか、 といった皆様 のご要望があればぶつけて頂 ければと思い

ます。低温 セ ンターだ よ りを通 じてレーザー研 と皆様の研究 を広 めることがで きた ら、 と

期待 してお ります。(長 島 健)
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表紙説明 カーボ ンナノチューブ電界効果 トランジス タを用 いたDNAハ イブ リダイゼ イシ ョンの

検 出の模式 図。


